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 皆様、おごそかに、もしくは賑やかに、新年を迎えられたでしょうか。 

 今年は、季節便りと称して、皆さんからの投稿を募集しながら年 4回ほどお便りを発行したい

と思います。この先、皆さんが撮られた日常の写真、ちょっとしたおすそわけ話等々をお送りい

ただいて、紙面を賑やかにしていただけたらと思います。 

 

 会員近況 ～世界のあちらこちらから～ 

 年末年始をどう過ごされたのか、綾子クロイツァーさんと和子ステッフェンセンさんからいた

だいたお写真をご紹介し、渡辺林太郎さんからは、コロンビアでの日々を伝えていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

Darmstadt はフランクフルトから東南 30kmのところに位置する大学町です。移民が大勢います。 

此処 シーハイム Seeheimから 20kmです。Seeheimは片方が山で 荒城が幾つかあります。 
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 綾子クロイツァーさん 

ダームスタッドのクリスマス市

（Darmstadt）  （ドイツ） 

 

 

  

和子ステッフェンセンさん 

お正月というより１月７，８日なのですが、北陸に

住む従兄の招待で和倉温泉の加賀屋（あえの風）に

行ってきました。このような生け花が全館に飾って

あります。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 クラブジャパンの皆様、お久しぶりです。以前、団体の理事をつとめさせていただいていまし

た、渡辺林太郎です。初めての方もいらっしゃるかと思いますので、軽く自己紹介を。出身は神

奈川県、今現在スペイン人の妻と７歳の娘の三人家族です。2013年から 2020年までコペンハー

ゲンに住んで、その間クラブジャパンでいろいろな活動に携わってきました。移住当時、デンマ

ーク語はおろか英語もままならなかった僕にとって、クラブジャパンは僕のデンマーク生活の礎

を築いてくれました。ボランティア活動を通して、様々な人と出会い交流を深め、楽しい思い出

をたくさん作ることができました。正直、デンマーク社会自体は僕の性にあまり合っていなかっ

たように思い出しますが、クラブジャパンのおかげで生活が色鮮やかに豊かになったことを感謝

の気持ちとともに思い出します。 

 そんな僕ですが国連で勤務する妻の仕事の事情で、 

2021年から南米コロンビアの首都ボゴタに移り住んでいます。 

今回はそんな北欧とは何もかもが違ったコロンビアの生活を 

少しでも皆さんと共有できればと思っています。 
 

 さて、南米コロンビアという国ですが、スペイン語を公用語と 

した人口 5000万人の非常に多様な環境や文化、民族を持つ国です。 

元々、スペインの植民地だったこともあり、人口の 95％はキリスト教、 

そのうちの 90％はカトリックです。おそらく、皆さんのイメージでは「治安が悪い」「政治腐

敗」「麻薬」など、あまり良いイメージを持たれない人も多いと思います。正直、僕自身もコロ

ンビアに移り住む前は、小さな娘もいることもあり、どんな生活が待っているのかと戦々恐々と

していました。ただ、一度来てみると、なんてことはない、至って普通の国だったのです。もち

ろん、色々と気をつけなければいけないこと、行ってはいけない所、やってはいけないことな 

 

 この旅館は、日本海七尾湾ギリギリに建っていて、

部屋からは、このような風景が見られます｡ 

大浴場もまるで海の中に浸っているかのようです。 

 夕食は、日本海の幸や柔らかい和牛を食べながら 

勇ましい輪島の和太鼓ショーを鑑賞しました。 

 

  

『コロンビア通信』 渡辺林太郎さん 

ボゴタの中心地 

 



ど北欧では考えられないような不便もありますが、そこさえしっかりと抑えて生活のリズムさえ

掴んでしまえば、とても過ごしやすい国なのです。また、元々スペイン語が喋れた僕にとっては

（スペインに 9年住んでいたことと妻がスペイン人であるため）、 

むしろデンマークよりも言葉の面では問題が少なかったのです。 

スペイン語を流暢に喋るアジアのおじさんをコロンビアの人々は 

興味を持って快く迎え入れてくれました。 

また、観光面では北はカリブ海、西はアンデス 

山脈などの山岳地帯、東はアマゾンの熱帯気候 

と地域によって様々な環境や気候があり、 

訪れるべき場所がたくさんあります。近年、 

コロンビアを舞台として作られたディズニー 

映画「ENCANTO」をご存知でしょうか。 

映画にも出てくるように本当に自然豊かで 

素晴らしい国なのです。 
 

 さて、そんな僕自身のコロンビア生活ですが、基本的にデンマークに住んでいた時とそんなに

変わりません。家事全般に加えて、空手の指導と鍛錬です。交流の集いで二回ほど演舞を披露さ

せてもらったので、覚えている方もいらっしゃるかと思いますが、自分は空手を生業にしていま

す。幸いボゴタにも同じ流派の空手組織があり、そこでお世話になる形で活動しています。デン

マークにいた頃に比べて、娘の成長を考えると、むしろ空手に費やせる時間が大幅に増えまし

た。選手生活も復活して、去年の 10月にはチリで行われた中南米の大会に出場し、年齢 40歳以

上、体重 80キロ以下のカテゴリで見事（自分で言うのも何ですが）、優勝することができまし

た。この肩書を提げて、今年４月に日本で行われる世界大会に 

コロンビア代表（！）として出場することが決まっています。 

国籍はコロンビア人ではないのでちょっと変ですが、特例として 

組織から OKが出ました。空手の良いところは選手生命が非常に 

長い、と言うところです。50歳以上のカテゴリーでも血気盛んな 

（？）おじさんたちが目一杯殴り合っている世界です。 

子育てが落ち着いてきた今、僕の空手人生もこれからと思って 

気合が入っています。空手の持つ魅力は世界共通でどこに行っても 

空手を通してすぐに打ち解けることができます。日本人である僕はより優遇される分、よく見ら

れるので逆に下手なことはできない、と気が引き締まります。空手人生万歳、です。 

 ただ、そんな空手が護衛手段としてあまり役に立たないのが南米の特徴でしょうか。ご存知の

方もいるかと思いますが、コロンビアは麻薬大国として全世界にその悪名を轟かしています。政

治や警察の腐敗もあり、治安は決して良くはありません。ナイフや銃などの凶器が蔓延っていま

す。1990年代にコカインの帝王と呼ばれたパブロ・エスコバルが死んでからは少しずつよくなっ

てきてはいるようなのですが、未だに薬物関係を発端とした事件が後を絶ちません。僕らもここ

で生活をする上で、絶対に気をつけるべき項目がいくつかあります。夜間の一人の外出は極力控

える、日中であっても子供を決して一人で外には出さない、常に自分の居場所を誰か別の第三者

と共有する、日頃の外出をルーティン化しないように心がける（常に誰かに見られているかも、

 

中南米大会、優勝！ 

 

カリブ海沿岸 

 

ボゴタ近郊は熱帯地域であり

ながら高地であるため 

固有の植物が多い 



という意識でいること）、などなど。特に僕らのような外国人は目立つので目をつけられやす

く、極力注意が必要です。常に『万が一』を心がける必要があります。空手をやっているから、

と言って強気でいるとかえって良くない結果を招きかねません。コペンハーゲンではちょっと考

えられませんよね。こちらにきた当初はデンマークや日本の治安の良さをどれだけ羨ましく思っ

たか。それでも、そんな生活のリズムに慣れると不便に思っていたことも気にならなくなってい

くので不思議です。 

 ただ、食事は美味しくありません（あくまで僕個人の感想ですが）。南米の特色として肉料理

が多いです。もちろん美味しい肉もあるのですが、とにかく肉肉肉、なのです。野菜もあること

にはあるのですが、煮込んだり焼いたりすることが多く、新鮮な生野菜は少ない印象です。 

また、主食は日本と同じお米なのですが、日本米のように噛めば噛むほど美味しい、と言ったも

のではなく、パサパサでプラスティックのような味しかしません。 

そんなコロンビア料理ですが、僕の好物もあります。タマレスという 

蒸し料理です。バナナの葉っぱに鶏肉、卵、じゃがいも、オリーブの 

実などを包んで蒸したものです。不思議とどこか日本の味を思い起こ 

させてくれる中南米特有の料理です。あとは、ホットチョコレートに 

チーズを入れて飲む習慣もあります。これもまた僕の大好物です。 

 また、コロンビア人についてですが、人懐っこくて大らかで明るく、 

いつも笑っている印象です。常に冗談ばかり言っていて、生活の時間も 

ゆったりと流れているためか、時間にルーズな人が多く、約束事が守ら 

れないこともよくあります。空手クラスも平気で 30分遅れてきたりする 

人も普通にいて、言っても言ってもよくなる傾向はありません。 

こればかりは国民性と言いますか、どうしようもありませんね。 

 コロンビアの良いところを紹介するつもりでしたが、だんだん生活の 

愚痴になってきましたね。それでも、何かと居心地が良いと感じるのは、 

僕自身が本来適当な性格だからかもしれません、はは。 

 妻の仕事上、またヨーロッパに戻ることも十分に考えられますので、 

もしかしたらいつの日かまた皆さんにお目にかかれる日が来るかもしれ 

ない、と願いつつ。お世話になったクラブジャパンがいつまでもデンマーク 

在住の日本人高齢者の皆さんの憩いの場でありますように。  渡辺林太郎 

 

 

 

 

 

  

 

    さて、どこでしょう？ 

   

   

 

 

タマレスとチーズの入った 

ホットチョコレート 

 

 

元鉱山の 

「塩の教会」 

 

今度は、みなさんの近況をお待ちしています！ 

 

デンマークの中の日本 



我が家の…         賢くんの紹介     知恵子ピーターセンさん 

賢くんは、デンマークで行われたHyrdehund international 

mesterskab の予選で第１位と第２位になった母犬と祖父犬を持つ、 

素晴らしい血統を受け継ぐボーダーコリー雄犬で、2019年2月に生まれ

ました。賢くんは私にとって３匹目のボーダーコリーです。  

 2000年頃まで羊を飼っていたので、私の２匹目のボーダーコリ―、

ユキ（雪）にHyrdehundの講習をやってくれた方の子犬達の中から選ん

で購入しました。 

           ボーダーコリーは、頭脳明晰で、仕事をする犬です。知能指数は犬の中 

          で一番高く、とても理解力に優れ、人間の言葉も最高 1000語覚えられるそ                       

          うです。 

           ボーダーコリーの運動は頭を使ってする仕事が一番いいので、子犬の時 

          から、自分で考えなければならないような、そんな遊びを色々工夫したも 

          のです。単純作業の繰り返しだとすぐに覚えて、頭を使わなくなるので、

時々どこかに変化をつけ考えて行動をしなけらばならないような遊び、また自立心を育てる遊び

等、コーチに教えてもらって試しました。一連のしつけ訓練は毎日１回やり 

ます。元気が一杯あるときには、アギリティバーン（Agirity）を庭に並べ 

て遊んだり、一日中雨が降り続ける日には、室内で小さい物をあちこちに隠 

してそれを探す遊びや、しつけ訓練も室内でやります。最近賢くんが自主的 

に始めた遊びは、牧草地を歩きながら、臭いを嗅ぎ分けて、野ネズミの巣を 

探し当てることです。臭いを嗅ぎつけたら、あとは犬の本能から野ネズミを 

見つけるまで土を掘り起こし続けます。 

野ネズミを食べることはしません。嗅覚を使う遊びは頭脳を使うので、走る 

のと同じ、又はそれ以上にバランスの取れた運動として知られています。自主的な遊びとして、 

賢くんには思いっきり穴を掘らせてあげます。（笑） 

 そんな賢くんも来月には４歳になります。人間なら28歳、頭脳、自立心、判断力に従って行

動できます。その時々の人間の精神状態を一瞬のうちに素早く判断して、私がちょっと甘い顔

の時はしつこくおねだりして甘え、私がきっぱりNejと言えば、よく言うことを聞く、よそ見を

して気がつかないとみて取ると、ずるをする、自分ではできないと判断をしたら助けを求める 

                      意思表示をする、まさに人間と同じです。疲れた日には、散歩一日2回 

                      40分が「しんどい」と思うこともありますが、そういう時は散歩1回に 

                      して、頭を使う遊びとしつけ訓練でも十分満足してくれます。事務仕 

                      事があるときには、これから仕事をするので静かにしててと言えば、 

                      その言葉を理解して1～2時間は、静かに待つことも出来ます。私の毎

日                    日は賢くんのおかげで、笑いと変化があり、楽しく、有意義な時間に

溢れています。賢くんは私にとって一番身近にいる最高の友達です。   知恵子ピーターセン 

 

 

 

募集！皆さんの身近な存在紹介 

犬、猫、インコ等生き物を飼われている方、植物を育てていらっしゃる方、 

ぜひ一言添えて、お写真をお送り下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身近な景色 
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写真・文章協力 綾子クロイツァー、 

        和子ステッフェンセン､ 

        渡辺林太郎、大石彰、 

        知恵子ピーターセン 

             （敬称略） 

編集責任    鈴木理子 

 

 

  

<情報欄> 

ご存知の方も多いと思いますが、、、 

入場料を浮かして、代わりにおいしいお茶を楽しむのはいかがでしょう。 

  いつでも誰でも入場無料  

  ・Davids Samling （Kongens Have横）  

  水曜は誰でも無料、火曜はデンマークの年金生活者無料 

  ・Københavns Museum（コペンハーゲン市庁舎裏） 

         ・Nikolaj Kunsthal（Amagertorvそば） 

  ・Thorvalsens Museum（Christiansborg Slot横）  

   

 
 

散歩の友 

地面に誰が？ 

 

皆さんの近況、写真、身近な存在、 

おすそわけ話、俳句、川柳、短歌等、 

常時お待ちしています。 

投稿はこちらまで michikoriko@gmail.com 

 

秋に会いましょう 

その心は↓  

Klub Japan今後の予定 

 3月 26日（日） 第 16回 交流の集い 

  （13時～ 於 Valby Kulturhus 3階 4号室） 

 3月頃        野外で集う会再開予定 

         （Vintergækが咲き始めたら会いましょう） 

 4月      野外で集う会 

             （以降複数回実施）  

 5月          総会 

10月 1日（日） 第 2回 Klub Japan文化祭 

11月下旬    忘年会 

全ての活動について、会員の皆様に随時

メールで案内を送ります。Klub Japanの

ホームページにも、活動の詳細を順次掲

載いたします。 

ホームページのリンク https://klubjapan.dk/ 

 今年は癸卯(みずのと・う)の卯年。物事の終わり

と始まりを表し、成長と飛躍へつながる区切りの年

だそうです。 

 どうぞ世の中が落ち着いていきますように。 

 次回は、春の花が咲くころにお届けします。 

 皆さんどうぞお元気でお過ごしください。 
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